
雨 水 量 計 算 書 平成 年 月 日提出

（H27.5改正)

雨水流出量の算定
１．雨水量計算公式 10 年

1 1
360 360

∴　Ｑ 128.39474 × Ａ

ただし、 雨水流出量（m
3
/sec)

流達時間（min）　７分
流出係数
排出面積（ha）
降雨強度公式 （ Ｉ10 ＝ 4879/(ｔ＋31)　最大降雨量=53.6㎜/hrより10年確率で算出 ）

Ｃ： 流出係数
流出係数

0.85
0.80 すべての道路(駐車場)が舗装されるものと考える。
0.10 庭園・宅地内道路を含む。
0.10 児童公園・近隣公園を含む。
0.50 山地流入区域の値とする。

２．排水面積の計算
別紙計算書より （※単位換算 1㎡＝1/10,000 ha ＝ 0.0001ha）

㎡　≒ ha
㎡　≒ ha
㎡　≒ ha
㎡　≒ ha
㎡　≒ ha
㎡　≒ ha

３．雨水量の計算
総雨水量

1 ÷ 360 × 128.39474 × Ｃ ×　Ａ
1 ÷ 360 × 128.39474

ｍ
3
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必要浸透処理率＝ ％
浸透処理量 (※注）別途浸透処理量の計算書を添付すること

ｍ3/sec　－ ｍ
3
/sec

ｍ
3
/sec

取付管 1 ｍ
3
/sec/箇所

　　流量計算(クッター公式)より
取付管径及び勾配・・・・・ VUφ 勾配 ‰ 取付箇所 箇所

取付管流出量ｑ1 許容流出量Ｑ1’

m
3
/sec m

3
/sec

桝詳細・・・・・・ 桝：

参考表　（クッター公式流量～塩化ビニル管～） （0.8ｍ/sec≦流速V≦1.5ｍ/sec）

75  ) 30 ‰ 0.0064 ｍ
3
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100 20 ‰ 0.0106 ｍ
3
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125 17 ‰ 0.0172 ｍ
3
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150 15 ‰ 0.0253 ｍ
3
/sec

200 ) 12 ‰ 0.0479 ｍ
3
/sec

許容流出量 最低勾配範囲

浸透率判定

( VUφ 14‰～46‰

Q’＝
＝

申請排水設備業者

設置所在地
建造物名称
申請者（所有者）

箇所で、流出させるものとして、1箇所当り ｑ'＝

×（0.85×　　＋0.8×　　＋0.1×　　＋0.1×　　＋0.5×　　）

排出量

VUφ 6‰～18‰
( VUφ 3.6‰～12‰

項　　　目

10‰～30‰

1

＝

VUφ 7‰～22‰

管径 標準勾配

VUφ

間地

急勾配山地
面積計

Q＝
＝

道路（舗装）

公園・緑地

急勾配山地

工種別 面積
屋根

屋根
道路（舗装）

間地
公園・緑地

工種別 摘　　要
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降雨強度確率年：
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